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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2009-75058(P2009-75058A)
【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2007-249268(P2007-249268)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０４Ｇ  99/00     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｃ   3/00    　　　Ｂ
   Ｇ０４Ｇ   1/00    ３１７　
   Ｇ０４Ｇ   1/00    ３１４Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月1日(2011.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字盤と、前記文字盤に対して回転可能に支持された複数の指針と、前記各指針を回転
させる駆動手段と、前記駆動手段を制御する演算手段とを有する電子時計において、
　前記演算手段は、
　１つの前記指針により前記文字盤上の目盛を指して、１つの所定の情報を示すように前
記駆動手段を制御する第１の状態と、
　前記各指針のいずれか２つの指針を組合せて組合せ針をなし、該組合せ針により前記文
字盤上の目盛を指して１つの所定の情報を示すように前記駆動手段を制御する第２の状態
と、を有する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　前記演算手段は、前記第２の状態で、２つの前記指針を組合せて組合される前の前記各
指針より面積が大きい前記組合せ針をなし、該組合せ針により前記文字盤上の目盛を指し
て、１つの所定の情報を示すように前記駆動手段を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子時計。
【請求項３】
　前記組合せ針をなす前記各指針は、前記文字盤と異なる色で着色された着色部を有し、
　前記演算手段は、前記組合せ針の前記文字盤と異なる色の面積が、組合される前の前記
各指針の前記文字盤と異なる色の面積より大きくなるように前記駆動手段を制御する
　ことを特徴とする請求項２に記載の電子時計。
【請求項４】
　前記指針として、時針と分針と秒針とを備え、
　前記演算手段は、
　前記第１の状態で、前記文字盤上の目盛を前記各指針で指して、時刻情報を示すように
前記駆動手段を制御する
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の電子時計。



(2) JP 2009-75058 A5 2011.5.19

【請求項５】
　当該電子時計の位置情報を取得する位置情報取得手段と、地震の発生時刻、発生位置お
よび規模の情報を含む緊急地震速報を受信する受信手段と、を更に備え、
　前記演算手段は、前記第２の状態で、当該電子時計の前記位置情報と前記緊急地震速報
と現在時刻とから、当該電子時計の位置における予測震度と、主要動の到達までの余裕時
間とを演算し、前記駆動手段を制御して前記文字盤上の目盛を前記組合せ針で指して、前
記予測震度と前記余裕時間とを示す
　ことを特徴とする請求項４に記載の電子時計。
【請求項６】
　前記演算手段は、前記指針が、演算された前記余裕時間を示した後、時間の経過に応じ
て回転して主要動の到達までの時間を示すように前記駆動手段を制御する
　ことを特徴とする請求項５に記載の電子時計。
【請求項７】
　前記受信手段による緊急地震速報の受信を、少なくともアラーム音または振動により通
知する通知手段を備える
　ことを特徴とする請求項５又は６に記載の電子時計。
【請求項８】
　前記位置情報取得手段は、音声が入力される音声入力部を有し、前記音声入力部より入
力される音声から前記位置情報を取得する
　ことを特徴とする請求項５から７の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項９】
　前記位置情報取得手段は、前記緊急地震速報を搬送する信号から前記位置情報を取得す
る
　ことを特徴とする請求項５から７の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１０】
　前記位置情報取得手段は、前記文字盤の周囲に設けられた回転リングと、前記回転リン
グの回転角を検出する検出手段とを有し、前記回転リングの回転角から前記位置情報を取
得する
　ことを特徴とする請求項５から７の何れか１つに記載の電子時計。  
【請求項１１】
　前記受信手段は、地上波デジタルワンセグ放送の電波で搬送される前記緊急地震速報を
受信する
　ことを特徴とする請求項５から１０の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１２】
　前記受信手段は、ＦＭ文字多重放送の電波で搬送される前記緊急地震速報を受信する
　ことを特徴とする請求項５から１０の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１３】
　前記受信手段は、日本標準時を示す標準時電波で搬送される前記緊急地震速報を受信す
る
　ことを特徴とする請求項５から１０の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１４】
　前記受信手段により受信する、前記緊急地震速報を搬送する信号の強度を指示する指示
手段を備える
　ことを特徴とする請求項５から１３の何れかに記載の電子時計。
【請求項１５】
　当該電子時計を動作させる電池の出力電圧を検出する電圧検出手段を有し、
　前記電圧検出手段で検出した電圧が所定の値を下回った場合、前記受信手段による前記
緊急地震速報の受信を停止する
　ことを特徴とする請求項５から１３の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１６】
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　腕時計であることを特徴とする請求項１から１５の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１７】
　置き時計であることを特徴とする請求項１から１５の何れか１つに記載の電子時計。
【請求項１８】
　壁掛け時計であることを特徴とする請求項１から１５の何れか１つに記載の電子時計。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　しかし、特許文献１に記載された従来の表示例では、地震による揺れの予測情報を文字
で示すため、視認性が悪い問題があった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そこで、本発明は上記課題を解決し、ユーザーが情報を誤って認識することを防止する
ことができ、視認性の高い電子時計を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明にかかる電子時計は、上記の目的を達成するため、文字盤と、文字盤に対して回
転可能に支持された複数の指針と、各指針を回転させる駆動手段と、駆動手段を制御する
演算手段とを有する電子時計において、演算手段は、１つの指針により文字盤上の目盛を
指して、１つの所定の情報を示すように駆動手段を制御する第１の状態と、各指針のいず
れか２つの指針を組合せて組合せ針をなし、該組合せ針により文字盤上の目盛を指して１
つの所定の情報を示すように駆動手段を制御する第２の状態と、を有することを特徴とす
るものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明にかかる電子時計は、演算手段は、第２の状態で、２つの指針を組合せて
組合される前の各指針より面積が大きい組合せ針をなし、該組合せ針により文字盤上の目
盛を指して、１つの所定の情報を示すように駆動手段を制御することを特徴とするもので
ある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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　さらに、本発明にかかる電子時計は、組合せ針をなす各指針は、文字盤と異なる色で着
色された着色部を有し、演算手段は、組合せ針の文字盤と異なる色の面積が、組合される
前の各指針の文字盤と異なる色の面積より大きくなるように駆動手段を制御することを特
徴とするものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　さらに、本発明にかかる電子時計は、指針として、時針と分針と秒針とを備え、演算手
段は、第１の状態で、文字盤上の目盛を各指針で指して、時刻情報を示すように駆動手段
を制御することを特徴とするものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　さらに、本発明にかかる電子時計は、当該電子時計の位置情報を取得する位置情報取得
手段と、地震の発生時刻、発生位置および規模の情報を含む緊急地震速報を受信する受信
手段と、を更に備え、演算手段は、第２の状態で、当該電子時計の位置情報と緊急地震速
報と現在時刻とから、当該電子時計の位置における予測震度と、主要動の到達までの余裕
時間とを演算し、駆動手段を制御して文字盤上の目盛を組合せ針で指して、予測震度と余
裕時間とを示すことを特徴とするものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　さらに、本発明にかかる電子時計は、演算手段は、指針が、演算された余裕時間を示し
た後、時間の経過に応じて回転して主要動の到達までの時間を示すように駆動手段を制御
することを特徴とするものである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
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　本発明による電子時計は、いずれか２つの指針を組合せて組合せ針をなし、該組合せ針
により前記文字盤上の目盛を指して、１つの所定の情報を示すことにより、ユーザーが情
報を誤って認識することを防止することができる。また、組合される前の前記各指針より
面積が大きい組合せ針をなし、該組合せ針により前記文字盤上の目盛を指して１つの所定
の情報を示すことにより、視認性を高くすることができる。


	header
	written-amendment

